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対象は当院で振戦に対してBrainlab Elementsにより作成したtractographyを用いて外科的治療を行った患者全例。

利用するカルテ情報

患者画像データよりデータを抽出し、tractの切瑳率、神経核のオーバーラップ率等の相関などを検討した。合わせ
て年齢や罹患期間、症状、合併症の有無等の患者データとの相関も合わせて使用し解析する。データは以前承認さ
れた撮像方法の臨床研究（R2年に承認）と同様後方視的に検討する。サンプル数は50症例とした。ただし解析後に
症例の増加が必要と判断した場合、あらためて追加の申請を行う。

現在、当院でも振戦症状に対して外科治療（RF, DBS, MRgFUS）による治療を行っている。MRgFUSの有効性は確立し
ているが、症状の改善が不十分な症例や再発する症例に遭遇することがある。NODDIは「Neurite Orientation
Dispersion and Density Imaging」（神経突起オリエンテーション分散・密度イメージング）の略で、拡散MRIの先
進的手法の一つである。この手法は神経変性疾患、発達障害、脳損傷などの診断や研究に応用され、従来のDTIでは
捉えられなかった微細な白質変化を検出できる可能性がある。本研究ではMRgFUS後の凝固部位の変化を検討し、治
療効果や再発の原因について検討することを目的とする。

当院では以下の臨床研究を実施しております。この研究は患者さんの診療情報を用いて行います。このような研究は厚生労働省・文部科学省

の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和3年厚生労働省・文部科学省・経済産業省　告知第１号）の規定により

研究内容の情報公開をすることが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら以下のお問い合わせ先へご照会

ください。

臨床研究に関する情報

対象となる患者さん

MRgFUS後の脳微細構造の変化に関する研究

仁村太郎（脳神経外科）

この研究について研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障とな

る事項を除いたうえでお知らせすることができます。研究に利用する患者さんの情報に関しては名前・住所など患者さん個人を特定できる情

報は削除して管理いたします。また研究結果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたし

ます。

上記の研究に診療情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

亘理郡山元町高瀬字合戦原100 　電話番号:0223−37−1131

仁村太郎（脳神経外科）


